
鎌
倉

時
代

末
期
書

状

の

「
候
」

ー
金
澤
貞
顕
書
状
の

「候

」
に

つ
い
て
ー

伊

藤

文

こ
と

に
す

る
。

は
じ
め
に

口
語

で
あ

っ
た

「候
」
が

、
平
安
時
代

中
期

以
降
、
書
状
に
お

い
て
多
用
さ

れ
る
傾
向
が
見
え
始

め
、
院
政
期

に
至

っ
て
、
そ
れ
ま

で
の
主
流

で
あ

っ
た

「侍
」
と

の
交
替
が

ほ
ぼ
完

了
し

三

、

「
候
文
」

の
時
代
が
訪
れ

る
。

そ
の
後

「候
」
は
、
室
町
時
代
末
期

ま
で
に
口
語
か
ら
は
姿
を
消
す
も

の
の
、
文
語
と

し
て
用

い
ら
れ
続
け
、

明
治
時
代

に
至
る
ま

で

「候
文
」
は
書
状

の
文
体
と
し

て
脈

々
と
存
続
す

る
。

本
稿

で
は
、
金
澤
貞

顕
書
状

を
資
料

と
し
て
鎌
倉
時
代
末
期

の
書
状
に
お
け

る

「候
」

の
姿

が
い
か
な
る
も

の
で
あ

っ
た

の
か
を
見

て
い
く

三
)
。

こ
れ

に
あ
た

っ
て
ま
ず

は
、
前
時
代

の
書
状
に
お
け

る

「候

」
を
概
観
す

る

二

鎌
倉
末
期
以
前

の
書

状
に
お
け
る

「候
」

植
村

一
九
八
〇
に
よ
れ
ば

、
平
安
初

頭
か
ら

一
〇
〇
〇
年

ま
で

の
書
状
に
お

い
て
は
、

「候
」
が

い
ま
だ
謙
譲

語
の
域

を
出

て
お
ら
ず

、
対

者
敬

語
は
専
ら

「侍
」

の
み
で
あ

っ
た
。
漢

文
書

状
で
は
待
遇
表
現

が
用
い
ら
れ
ず

、
十
世
紀

の
後
半

に
い
た

っ
て

「侍
」

の
使

用
が

認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
が

一
〇
〇

一
年

か
ら

一
〇
五
〇
年

ま
で
の
書
状

に
な
る
と
、
和
文
書
状

に
お

い
て
七
二
通
中

五
三
通
ま
で
が

「
侍
」
の
み
を
使
用
し
、
十

六
通
が

「候

」
の
み
を
使

用
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
漢
文
書
状

に
な
る
と
逆
に
三
五
通
中

二
四
通
ま

で
が

「
候
」

の
み
を
使

用
し

て
お
り
、
漢

文
書
状
に
お
い
て

「
候
」
が
多
用
さ
れ
る
傾
向

が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

【三
}
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次
に
挙
げ

る
A
、

B
の
書
状

四̂
》
は

一
〇
二
〇
年

～

一
〇
五
〇
年
頃

の
も

の
と

推

定
さ
れ
る
が
、

一
書
状
中

に

「候
」
が
多

用
さ
れ
、
既

に

「候

文
」
と
称
し

て
し
か
る

べ
き
様
相
を
呈
し

て
い
る
。

A

又
野
跡

}
巻

返
進

之
側

古
今

上
巻

且
返
進

之

倒

下
巻
者
未
写
終
欄

遂

可
返

進
側

遅

々

殊
為

恐
憧
倒

久
不
執

筆

候
之
間
如
法
散

々

不
可
説

々
々

々
便

猶

々

古
今

下
巻
難
中
口

口

条

不
敵

之
至
恐
入
側

毎
事
期

見
参
之
時
側

恐

々

謹
言後

十

二
月
廿

六
日

定
頼

(穂
久
通
文
庫
所
蔵

藤
原
定
頼

(九
九

二
～

一
〇

四
五
)
書
状
)

B

雨
中
じ
め
く

と

無
術
側
く

あ
は
れ
く

た

Σ
り

て

}
定
疎
遠

に

成
傾

と

只

大
炊
御
門
屋
事
御
所

に
て
も
調
人
侵
間
委
細

不
令
申
側
つ
猶
御
不
審

な
ど
側
ば
必
々
今

一
度
可
有

御
問
答
倒
哉
柳
も
御

心
ゆ
か
ず
侵
ば
ん
は
其
檸
側
欺

湯
山
事
、
期
後
日
廿
五
日

可
下
向
仕
之
由
存
側
之
処

御
幸
還
御
も
廿
六
日
之
由

承
側
。
又
北
政
所
も
同
日

御
還
向
側
之
間
労
廿
七
日
に

時
々
推
参
侵ば

》
や
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可
罷
下
之
由
存
侵
。
然
者

事
々
可
参
入
之
旨
侵
也

此
由
可
令
披
露
給
倒
欺

行
経
恐
怪
謹
言

正
月
廿
四
日

行
経

(穂
久
通
文
庫
所
蔵
藤
原
行
経

(
一
〇

一
二

～

一
〇

五

〇

)

書

状

)

次

の
書
状
に

つ
い

て
、
久
曽
神

一
九
六

八
で
は

『
平
安
遺

文
』
の

「
ち
う
き

う
四
年

」
を
誤
読

で
あ
る
と
し
、
延
久

四
年

(
一
〇
七

二
)

ま
た
は
永
久

四
年

(
=

一
六
)
な
ど

で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
と
す

る
。
植
村

一
九
八
〇
で
は
、

延
久

四
年

(
一
〇
七

二
年
)
説
を
と
る
。

長
久

四
年
説
、

延
久

四
年
説
、
永
久

四
年

説
い
ず

れ
を
と
る

に
し

て
も
、

一

二
世
紀
に
は
、
金
澤
貞
顕
書
状
中

に
も
頻

用
さ

れ
る

「
候

べ
く
候
」
と

い
う
形

が
す
で
に
生
じ

て
い
る

〔五
)
。

C

や
ま
し
ろ

の
く
に
、
か
み
か

つ
ら

の
し
や
う
か
み
の
と
も
い
ふ
事
、

た

ま
て
の

の
り
み

つ
が
よ
せ
ぶ
み
、

い
げ

の
も
ん
そ
ぐ

し
て
、
お
ほ
や
な
き

ど

の

ン
ひ
め
み
や

の
御
所

へ
、
な
が
く
ゆ
づ
り
ま

い
ら
せ
侵

ぬ
。
と
も
か

く
も
御
心
に
ま
か
せ
ら
れ
笥

傾
。

ち
う
き

う
四
ね
ん
正
月
十
日

在
判

(
「大

納
言
房
譲
状
案
」
東
寺
百
合
文
書
、
平
安
遺

文

「
六
〇
三
」

)

こ
こ
で
院
政
期

の
文
範

書

『貴

嶺
問
答
』

(中
山
忠
親

一

〇
)

に
お
け

る
書
状
例

の

「候

」
使

用
状
況
を
見
て
み
る
。

D

院
舞
禮

・
小
朝
葬

以
前
、
關
白
家
葬
禮

、
不
審
事

ノ

シ

リ

年
首
御
慶
、
承
悦
無
レ
極
。
今

日
關
白
家
葬
禮
可
レ
侵
欺

。

ノ

パ
カ
リ

キ

ム

何
剋

許

可
レ

〔令
二
〕
本
類

=

一=

～

一

一
九

ノ

参

給

一哉

。
本
閾
字

院
拝

禮
、

ノ

ハ

ノ

ス

ヲ

小
朝
葬

以
前
於

二
臣
下
家

}、
月
卿
雲
客
致
二
此
禮

「。

モ

ビ
ン

ス

ト

ラ

リ

尤
無
レ
便
事
欺
。
然

而
已
爲

二例
事

「。
子
細

不
審

、
併

在
二

ニ

面
謁

一耳
。
謹
言

正

月

一
日

謹
上

槽
大
納
言
殿

左
大
將
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(
『
日
本
教
科
書
大
系
』

往
来
編
第

一
巻

古
往
来

(
一
)

4
8
4
ぺ
)

『貴
嶺

問
答

』
の
書
状
例

で
は
、

「
候
」
が
全
く
用

い
ら
れ
な

い
か
、
用

い

ら
れ

て
も

一
書
状
中

一
回
な
い
し
は

二
回
程
度

で
あ

る
。
先
に
見
た

A
、

B
の

書
状

に
比

べ
、

「候

」

の
勢

い
が
衰

え
た
か

の
よ
う

に
思
わ
れ

る
が
、

こ
れ
は

『
貴
嶺
問
答
』

が
文
範
書

で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

書
状
例

は
い
ず
れ
も
漢
文
書
状

で
あ
り
、

「候
」

の
使
用
を
控
え
た
そ

の
ス
タ

イ

ル
は
、
待
遇
表
現
を

用
い
な
い
公
的
な
漢

文
文
書
に
準
じ
る
も

の
で
あ

っ
た

と
考

え
ら
れ

る
。

つ
ま

り
、

『
貴

嶺
問

答
』
に
は
文
範
と
し

て
あ
ら
た
ま
り
度

の
強

い
書
状
例

が
収

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

『
貴
嶺

問
答

』
に
は
、

「候
字
事

」
と
し

て

「此
字
多
者
劣
事

云
々
」
と
、

「候
」

の
乱
用
を
戒
め

る
記
述
が
見

ら
れ
る
が
、

ノ

ノ

ノ

ノ

〔候
字
事
〕
候

字

事

此
字
多
者
劣
事
云
々

(
『日
本
教
科
書
大
系
』

往
来
編
第

一
巻

古

往

来

(
一
)

5

2

5

ぺ

)

こ
れ
は
正
確
に
は
、

「あ
ら
た
ま

っ
た
書
状

で
は
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ

う
。こ

の

「
候
」
乱
用
を
戒
め

る

「候
字
事
」

の
記
述

は
、
敢
え

て
戒

め
て
い
る

点

か
ら
、

一
方
で
公
的
な
書
状
に
お

い
て
も

「候
」

を
多

用
す

る
傾
向

に
あ

っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

三

鎌
倉

時
代
末
期
金
澤
貞
顕
書
状

に
お
け

る

「候
」

そ
れ
で
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
書
状
に
お
け

る

「候
」
を
見

て
い
く
こ
と
に
す

る
。

な
お
、

用
例
末

(

)
内

の
番
号
は

『
金
澤
文
庫
古
文
書

(武

将
書
状

編

)
』
に
お
け
る
文
書
番
号

で
あ

る
。

(
A
)

「貴

人
に
お

つ
か
え
す
る
、
そ
ば
に

い
る
、

「
候
」

こ
の

「
候
」

の
用
例
は
見

い
だ
さ
れ
な

い
。

あ

る
」
を
表
す
本
動

詞
の

(
B
)
存
在

「
あ
る

・
い
る
」
を
表
わ
す
本
動
詞

の

「
候
」

被
聞
食
事
側

者
委
細
注
給
候
者
、
悦
入
候

(
四
五
)

寺
中
何

條
事
便
乎

、
不
審
候

(十
七
)

自
昨
日
所
勢

の
侵

か

(
一
九
五
)

黒
衣
に
跡

の
倒

そ
わ
ろ
く
覧
候

へ
と
も
力
な
く
候

(
一
八
二
)
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い
ま
は
身

の
大
訴
側

に
(
四
七
)

公
心
御

さ
た
箱

か
し
と
存
候

(
一
五
七
)

不
可
然

な
と
い
ふ
事

一
定
侵

ぬ

と
毘
候

(四
七
)

若

公
事
計
會
事
側
ば

す
は

(
一
九

八
)

こ
ち
ら
側
に
属
す
る

こ
と
、
尊
敬
す

べ
き
人
の
側

に
属
す
る

こ
と
、

い
ず
れ

の
場
合

に
も

「
候
」
を
用

い
て
い
る
。

す
べ
て

の

「
有
」
が

「候
」

に
交
替

し
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
次

の
よ
う
に

「候
」

に
置
き
換
え
ら
れ
ず
、

「有
」

が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

可
有

御
沙
汰
由
、
被
申
候

(十

四
)

不
可
有

子
細
候

(
一
七

四
)

早
旦
に
可
有

入
御
候

(
二

一
八
)

(
C
)
補

助
動

詞
の

「
候
」

(～
デ

ア
ル
の
意
)

依
無

御
沙
汰
干
今
遅

々
候
之
威
近

日
可
有
御

沙
汰
候
由
承
及
候

(九
五
)

猶

々
本
意
倒

(九
)

不
思
様
側

(十

一
)

不
審
便

(四

二
)

難

治
倒

之
間
、
十
三
日

に
可
取
行
候

(二
〇
三
)

此
事
難
治
次
第
倒

(
四
七
)

錐
無
力
侵

(
四
九
)

勿
論
側
也

(
一
〇
〇
)

實
事
側

(
一
〇

一
)

殊
勝
側

之
間

(
=

一
〇
)

今
朝

以
外

に
大
事

に
倒

之
由

(
一
九
五
)

長
野

は
齋
藤
等

と
無
内

外
事

け
に
側

(
四
〇
九
)

鵜

入
可
下

に
て
侵

(十
)

病
…悩
さ
こ
そ
侵

つ
ら
め
と
察
毘
候
て

(
一
四

一
)

昨
日
光
臨

、
爲
悦
倒

き

(
一
四

二
)

(
D
)
動

詞
に
後
接
す

る

「
候
」

動
詞

の
後

に
直
接

つ
く

「
候
」
は
、

(
C
)

よ
り
も
辞
的

で
あ

る
。

一背
「御
定
副傾

(四
六
)

黒
衣

に
跡

の
候

そ
わ
ろ
く
劇
碧

と
も
力

な
く
候

(
一
八

二
)

酬
認

之
威

(
一
九
七
)

渕

(
一
〇

一
)

刻

側
(十
)

矧

剴
側

也

(二
八
)

傍
貴
骨
付
智
圓
、
.下
之
侵

(二
十

一
)

松
茸
進
之
儲

(
一
四
六
)

彼
障
碍
と
尉

は
ん
條
(四
七
)
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御
意
側
錯

と
(四
七
)

近
邊
に
到

側
ぬ
(四
七
)

則
出
側

(四
二
)

こ
の
事
に
劃

側
て
(十
)

明
春

な
と
は
可
申

之
由
剤

例
に

(四
七
)

今
年

い
か

Σ
剤
則

側

て
可
参
候
哉

(
一
六
八
)

と
か
く
U
側

て

二
三
日
得
少
減

候
之
間

(三
九
七
)

漢
語

が
サ
変
動

詞
か
ど
う
か
の
判
定
は
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ

る
。
後

に
記
す

「し
む

(令

)
」
が

つ
け
ば

、
サ
変
動
詞
で
あ
る

こ
と
が
は

っ
き
り
す

る
。

毎

時
期

後
信
侵

(八
)

其

分
を
可
矧
剥
側

(
二
二
二
)

(下
品
の
少
鮎
心
を
可
翻

側

(一=

九
)
)

只
今

物
公
心
事
候
之
間
省
略
便

(
一
五
九
)

(
只
今

出
仕
之
間
令
省

.略
候

(
一
八

一
)
)

四
日
者

可
副
倒

侵

(
二
〇
六
)

(自
廿
五
日
錐
劇

側
猶
腰
勢
難
治
候

(二
六
七
)
)

す

こ
し
ま
か
り
候

て
下
向

候
て

(
四
〇
三
)

(愚
身
も
公心可
劃

(三
三
七
)
)

こ
の
接
続
助

詞

「
て
」
に
よ

っ
て
、
構
文
上

「候
」
が
述
語
相
当

に
な
り
、

「候

」
が
補
助

動
詞
的
に
な

る
。

由
劉

て
側
な
り
(九
五
)

只
今
づ
慧

び
て
侵
程
に
ま
か
り
向
候
(
一
九
五
)

経
本
卿
に
清
書
を
訓

て
側

か
、
未
出
來
候
也

(十

一
)

い
か
程
に
間

て
側
哉
ら
ん
二

八
二
)

無
爲
に
智

て
倒
(
一
五
三
)

次

の
例

は
動
作
性
名
詞
と

「あ
り
」
と
を
組

み
合
わ

せ
た
表
現

形
式

、
ま
た
、

「御
」

を
冠
し
た
動
作
性
名
詞
と

「あ
り
」
と
を
組

み
合
わ

せ
た
表
現

形
式

の

の

「
あ
り
」
が
、

「候
」

に
置
き
換

え
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。

或
方

に
所
望
之
虚
、
領
状
側

了

(
一
四
五
)

同
十

日
始

行
評
定
便

了

(
四
八
)

使
者

融
恵

ち
か
ひ

て
上
洛
側

了

(
五
五
)

下
向
倒

(十

一
)

降

雪
に
道

行
儲
ば

し

(
一
六
八
)

大
方

殿
さ
ま

へ
被

申

て
御
ら
ん
側
ぺ

か
し

(九
六
)

労
御
祈
念
能

々
倒

者

二

六
七
)

こ
の

「候
」

は

「御
祈
念

」
に

つ
い
た

「
候
」

で
あ
る
と
考
え

ら
れ

る
。

一49一

次

の
例
は

「候
」
が
、
動
詞

に

「
て
」
を
介
し

て
接
続
す

る
も
の
で
あ
る
。

(
E
)
形
容
詞

に
後
接
す

る
も
の



今
度
注
進
事
愚
身
罪
科
劉

咽
N
と
も
(九
五
)

於
京
都
者
木
も
劃

金
物
も
同
前
候
歎

(四
〇
三
〉

猶
々
ー

M
(四
三
三
)

去
年
の
所
勢
と
同
躰
候
そ
れ
よ
り
は
が
嵩

(二
一
五
)

返
々
創

(四
六
八
)

歎
而
餓
認

者
欺
(七
)

代
官
當
時
無
其
器
侵
之
間
(四
四
)

矧
湘
利
側
(五
三
)

う
け
た
ま
は
り
候
御
事
申
つ
く
し
か
た
く
御
ー

(
四
七

こ

御
劉

つ
る
に

(四
七
四
)

佛
法
の
う
せ
候
へ
き
時
節
に
て
候
や
ら
ん
と
矧

側

(四
七
四
)

又
ー

と
も
ち
や
一
つ
N
み
ま
い
ら
せ
硬

(
四
八

一
)

驚
歎
之

外
無

他
側

(七
)

お
ほ
え
候
は
ぬ
こ
そ
割

(四
七
〇
)

次

の
例

は

「
て
」
を
介
す
る
も

の
で
あ
る
。

身

も
倒

U
ぐ

て
侵

(
二

一
五
)

(
F
)
助
動
詞

に
後
接
す
る

「候
」

る

・
ら
る

(
被
)

尊
敬

・
受
身

・
自
発
い
ず

れ

の
用
法
に
も
用

い
ら
れ

る
。

被

差
置
便

云
々

(十

九
)

棚

仰
含

使
者
侵

云

々
(
四
六
)

被

移
北
方
便

者

(
四
七
)

後
日
、
夕
方
ま

で
は
候
は
ん
す
れ
は
明
後
日
ま

で
も
ひ
ら
か
麺

傾
者

(
一
五

七

)

火
中

に
入

ら
劉

べ
く
候

(
一
四
五
)

配
所
へ
も
尋
ね
引
判
候
や
う
に
承
候

(四
四
九
)

其
子
細
多
氣
下
向
之
間
定
棚
聞
食
侵
欺

(二
四
三
)

し
む

(令

)

専

ら
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る

「令

」
は
、
変
体
漢

文
に
頻
出
す
る

い
わ
ゆ

る

「謙
譲

の

『
し
む
』
」

で
あ

る
。

「申

」

「進
」

に

つ
く
例
が
多

い
。

窓

々
可
加
下
知
之
由
令
申
側

(
一
五
八
)

餅

二
合
令
進

之
倒

(
一
四
九
)

漆

一
多
留
被
進

候
令

取
進
侵

(
一
六
八
)

則
令

出
仕
侵

了

(
三

二
四
)

令
叙
侵

了

(四
六
)

令

牢
篭
侵

之
條

(
四
七
)
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こ

の
よ

う

に

、

「出

仕

」

「叙

」

「牢

篭

」

く

と

サ

変

で

あ

る

こ
と

が

は

っ
き

り

す

る

。

と
い

っ
た
漢

語
に

「令

」
が
付

ず

(
不
)

.不
執
沙
汰
便

(十

一
)

.不
可
然
倒
欺

(五
八
)

こ
の
よ
う

に
送
り
仮
名
無

し
の
場
合

、
そ
の
語
順
は
明
か

で
な

い
。
し
か
し
、

仮
名
書
き

の
も

の
に

つ
い
て
は
そ

の
語
順

が
明
か
で
あ
る
。

御
祈
念
他
事
あ
る

へ
か

ら
訓

傾

(
=
二
二
)

使
者
急
候
間
、

こ
ま
か
な
ら
尉

也

(九

六
)

御
返
事
を
.不
申
候
き

(
=
一=

)

神
三
郡
に
は
い
ま
た

い
ろ
ひ
さ
た
せ
副

(
四
二
二
)

以
上
は
文
末

に
お
け
る
例

で
あ
る
。

こ
れ
が
従
属
節

に
お

い
て
は
、

い
た
く
大
に
翻

を
給
候
者

(
一
六
四
)

わ
つ
ら
は
し
く
な
と
成
り
た
る
事
は
愚

と
も

(四
八
〇
)

こ
と
な
る
事
も
ざ
剣

(四
八
二
)

こ
の
よ
う

に
、

「候
」

に
打
消

が
後
接

す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

文
末

に
お
け

る
打
消

「ず
」

+

「候
」

の
語
順
は
、

「候
」
が
現
代
語

の

「
で
す

・
ま
す
」

の
よ
う
な
言
表
事
態

に
関

わ
ら
な
い
レ
ベ
ル

の
語
と
し

て
の

色
彩
を
強
め

て
い
る
現
れ
と
見

る
こ
と
が

で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば

「
こ
ま
か
な
ら
ず
候
」

の

「候
」

を
補

助
動
詞

「あ
る
」
に
置
き
換
え

る
の
は
、

既
に

「
こ
ま
か
な

り
」
と

い
う
状
態
表

現
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
違
和
感
が
あ

る
。文

末

の

「候
」
に
後
接
す

る
成
分

を
見
て
み
る
と

「
候
剣

(完
了
)
」
、

「
候
剖

」

、

「候

は
衝

む

」

、

「
候
也

」

、

「
候
引

」

・

「候
則
荊
」

、

「
候
期

」

・

「候
乎

」

・

「候

醐

」

、

「
こ

そ

候

へ
釧

」

と

い

っ
た

語

を

後

接

さ
せ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
多
く
は
送

り
仮
名
無

し
、
後
接
成

分
無
し

で
あ
る
。

次

の

「
べ
し
」

と

の
語
序

な
ど
も
あ
わ

せ
考
え
た
時
、
文
末

に
お
い
て

「
候
」

は

丁
寧

語
と
し
て
の
姿

を
色
濃

く
し

て
い
る
と
言
え

よ
う

。

べ
し

(
可
)

仮
名
書
き

の
確
例

を
見

る
と
、
従

属
節
に
お

い
て
は
、

明
日
入
道

は
か

へ
参
侵

へ
き
よ
し
申
候

(
=
二
八
)

い
わ
れ
な
き
よ
し
問
答
し
側

へ
き
よ
し

(=
=

四
)

御
計
倒

へ
き
よ
し

[
日

(
三
五
七
)

の
よ
う
に

「
候
」

の
後
に

つ
く
傾
向

が
あ
る
の
と
反
対
に
、
文
末
に
お

い
て
は
、

「
べ
し

(可
)
」
+

「
候
」

の
順
と

な

っ
て
い
る
。

猶

も
さ
る
御

さ
た
候
は

》
申
と

ン
め
ま

い
ら
せ
さ
せ
給
創二

四
二
)

白
砂
多

々
い
る
創

(
一
四
五
)
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先
う
た
せ
ら
る
創

(三
四
六
)

た
だ

し
、
次

の
よ
う
な
疑
問
表
現

の
場
合

に
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
。

い

つ
こ
ろ
か
さ
か
り

に
罫

(
二
二
〇
)

紅

葉
は

二
日
さ
か
り

に
劉

や

ら
ん

(
二
二
〇
)

白
色

に
な
り
側
割

哉
ら
ん

(
二
八
五
)

こ
の
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
文
末

に
お
け

る
こ
れ
ら
の
例
も

「
べ
し

(可
)

」
に
後
接
す

る
も

の
と
考

え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

四
日
者
.可
出
仕
倒

(
二
〇
六
)

千
万
追
可

申
入
倒

(
一
五
〇
)

公
心
可

令
進
之
侵

(十

一
)

可
申
側

(
四
五
)

な
お

、

「
候

べ
く
候
」
と

い
う
言

い
方
が
数
多

く
見

ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ

る
。

「
べ
し
」
で
終
止
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
更

に
丁
寧

語

「候
」

を
後
接

さ

せ
る

の
で
あ

る
。

「候

べ
く
候
」
は
、
後
世
、
女
性
語

と
意
識

さ
れ

る
よ
う
に

な
る

(
日
本

国
語
大
辞
典
)
が
、
金
澤
貞
顕
書
状

の
書
き

手
は
、
も
ち

ろ
ん
女
性

で
は
な

く
、

鎌
倉

時
代
末
期

に
お

い
て

「候

べ
く
候
」

は
ま
だ
女
性
語

と
は
な

っ
て
い
な

い
。
た
だ
、

「候

べ
く
候
」

の

「
べ
く
」
は
必
ず
仮
名
書
き
さ
れ
、

仮
名
書
き

の
比
率
の
多
い
、

つ
ま
り
和
文
的
な
書
状
に
用

い
ら
れ

て
い
る
。

御
沙
汰
笥

傾
(九
六
)

御
心
え
碧

(
一
四
二
)

能
く

に
て
碧

(
一
〇
)

愚
身
は

一
日
名
を
か
け
候
は
か
り
に
て
碧

(
=
二
二
)

こ
れ
ら

の
例

に

つ
い
て
は
、

「候

(存
在

・
状
態
)
べ
く
候

(丁
寧
)
」

と
解

釈

で

き
る
が
、

例
の
車
に
て
あ
け
を
か
れ
倒

側
(
一
四
五
)

承
例
剣

側
(四
七
)

の
例
な
ど
は

「候

べ
く
候
」

で

一
つ
の
丁
寧
語

の
よ
う
な
様
相
を

呈
し

て
い
る
。

こ
の

「候

べ
く
候
」
は
、

二
で
見
た

よ
う
に
、
既
に
平
安
時
代

か
ら
見

ら
れ

る
も

の
で
あ

る
が
、

「候
」
を

用
い
る
こ
と
が

「普
通
」

の
状
態

に
な

っ
た
書

状

の
中

で
、
相
手

へ
の
慎

み
の
意
を

「普
通
」
よ
り
も
強
く
表
明

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
場
合

に
.

「候
」
を
連
接
さ
せ

る
こ
と

で
そ
れ
を
表
現
し
よ
う

と
し

た
と
考
え
ら
れ

る
。

そ
れ

で
は
、

こ
の
よ
う
な

「よ
り

一
層

の
慎
み
」
を
表
現
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
場

面
と
は
、
ど
ん
な
場
面

で
あ

ろ
う
か
。

例

え
ば

、
相
手
に
対
し

て
、
命
令
的
な
表
現
を
す
る
場
合
、
語
調
が
命
令
的

に
な
れ
ば

、
主
従
逆
転

の
趣
を
そ

こ
に
生
じ
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、

そ
れ

を
申
和
す

べ
く
、

「候
」
を
重
ね
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、
よ
り

丁
寧

な
も
の
い
い
に
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

金
澤

貞
顕
書
状
中
に
お

い
て
、

「
べ
し

(可
)
」
は
推

量
に
用

い
ら
れ

る
よ

り
も
、
命

令

の
意
に
用

い
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
。
命

令
形

「候

へ
」
が
用

い
ら
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れ
る

こ
と
は
あ

っ
て
も
、
専

ら
命
令
表
現

は

「
べ
し

(可
)
」
が
担

っ
て
い
る
。

実
際
、

「候
」

の
連
接
形

で
も

っ
と
も
多

い
形
は

「候

べ
く
候
」

で
あ
る
。
ま

た
、
次

の
よ
う
な
使

用
傾
向

が
認

め
ら
れ
る
。

①

「
能

く

」

「猶

く

」

「厳
密

に
」
と

い

っ
た
語
と
と
も
に
用

い
ら
れ

る

こ
と

が

多

い
。

願

い
も
闘

M

に
て
候

へ
く
候

(十
)

猶
ぐ

い
の
り
事
、
闇

M
御
さ

た
候

へ
く
候

(
九
六
)

能
ぐ

御

心
え
候

へ
く
候

(
一
四
二
)

猶
d

M
厳
密
に
御

さ
た
候

へ
く
候

(
三
九

五
)

②

「火
中

に
入
ら
れ
候

べ
く
候
」

「御
沙
汰
候

べ
く
候
」
と
い

っ
た
定
型
表

現
と
と
も

に
用

い
ら
れ

る
傾
向
が

あ
る
。

火
中

に
入

ら
れ
候

へ
く
候

二

四
五
)

愚
状
火
中

に
入
ら
れ
候

へ
く
候

(
二
三
三
)

即
御
前
に

て
火
中

に
入
ら
れ
候

へ
く
候

(
二
六

三
)

火
に
入
ら
れ
候

へ
く
候

(
四
九
六
)

い
の
り
事
能

く

御

さ
た
候

へ
く
候

(
三
〇

一
)

合
戦
張
本
等
は
厳
密

に
御
さ
た
候

へ
く
候

(
四
〇
九

)

③
意

味
段
落
末
、
文
章
末

に
用

い
ら
れ

る
傾
向
が
あ

り
、
慎

み
の
強

調
を
も

っ
て

「結
び
」
と
す

る
文
章

パ
タ
ー

ン
が
見

て
と
れ

る
。

「
候

べ
く
候
」
以
外
に
も
、

「候
」
を
連
接
さ
せ

る
形
が
見

ら
れ
る
。

「
候

ま
じ

く
候
」

「候

は
ず
候
」

「
候
げ

に
候
」

「候
し
に
候
」
」

「候
は
む
ず

る

げ

に
候
」

「候

に
て
候
」

「候

て
候
」
と
い

っ
た
も

の
が
あ
る
。

あ
り
つ
け
さ
せ
給
よ
り
外
の
事
翁

欺

(二
五
)

何
日
と
は
廻
文
に
暑

不
審
候

(四

一
九
)

自
當
時
入
御
候
は
や
な
と
に
て
翻

側

(三
三
五
)

愚
老
に
も
意
見
を
被
訪
潤

側

(三
三
五
)

自
雨
方
可
有
御
引
出
物
之
旨
承
候
元
服
な
と
の
や
う
に
ー

襖

(三
九
二
)

雑
掌
所
は

一
條
少
将
能
定
本
名
能
忠
前
宮
内
少
輔
光
遠
雨
人
祇
碧

(
四

一
八
)

か

や
う
に

[
H
口

ま
い
ら
せ
側
で
側

事
無
申
計
候

(
四
三
六
)

(
G
)

「御
座
候

」

「お

は
し

ま
し
候
」
を
漢
字

で

「御
座
候
」
と
表
記
す
る

こ
と

に
よ

っ
て

「御
座

(ゴ
ザ
)
候

」
と
音
読
す
る
よ
う
に
な
り
、
書
状

の
慣
用
語
と
な

っ
た

(
六

》

寺
務
井
祈
祷

以
下
事

當
長
老
御
園

側
之
上
者
心
安

(九
)

こ
の
例
な
ど

は

「
イ
ラ

ッ
シ

ャ
ル
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
次

の
例

は

「デ
ア
ル
」

の
意

で
用
い
ら
れ
て

い
る
。

御
目
御
勢
其
後

何
様
御

圏
便
哉
無
心
本
候

(
=
二
八
)
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谷
殿
御
勢
夜
程
何
様
御
座
倒

哉

無
心
本
候

(
一
四
二
)

一
位
入
道
殿
當
殿
御
祖

父
に
家

基
の
殿
之
御
弟
に

て
御

座
侵

(
三
四
三
)

「御
座
候
」
は
、
か
な
り
あ

ら
た
ま

っ
た
物
言
い
の
よ
う

で
あ

る
。

四

ま
と
め

以
上
、
金
澤
貞
顕
書
状
に
お
け

る

「候
」

の
使

用
状
況
を
概
観
し

て
き
た
が
、

「
候
」
を
重
ね
、
敬
意
を
強
化
し

て
い
る
と
み
ら
れ

る

「
候

べ
く
候
」
を
は
じ

め
と
す
る
連
接
形
が
和
文
的
書
状

に
盛

ん
に
用

い
ら
れ
、
ま
た
、
漢
文
的
書
状

に
お
い
て
も
用

い
ら
れ

る
こ
と
が
あ

る
こ
と
、

ま
た
、
次
代

の
男
性
書
状
に
お

け
る
丁
寧
語

の
主
流
と
な
る

「御
座
候
」
が
非
常

に
高

い
敬
意

を
も

っ
て

「イ

ラ

ッ
シ

ャ
ル
」

の
意

で
用
い
ら
れ
、
同
時
代

の
僧
侶
書

状
中

で
は
丁
寧

語
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
文
末

に
お

い
て
、
殆
ど

の

「候
」

が

打
消

の
助
動
詞

「ず
」

に
後

接
す
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か

ら
、

よ
り
丁
寧

語

と
し

て
の
色
彩

が
強

ま

っ
て
い
る
観

が
あ
る
。

鎌
倉
時
代
末
期

に
至
り
、

一
般

化
し
た

「候
」
は
敬
意
を
逓
減

さ
せ

る
こ
と

に
な

る
。

そ
こ
で
よ

り
高

い
敬
意

を
表

す
た
め
に
、

「候

べ
く
候
」

の
よ
う

に

「候
」
を
連
接
さ
せ

て
、
敬
意
を
強
化

す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な

「候
」

の
連
接

は
前
代

に
も
見

ら
れ

て
い
た
が
、
金
澤
貞
顕
書
状

で
は
盛
ん
に
用

い
ら
れ

て
お

り
、

か

つ
類
型

的
な
表

現

の
中
に
用

い
ら
れ
る
傾

向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
他
形
式

の
語

「
御
座
候
」
を
用

い
る
こ
と
が
行

わ
れ
始

め
て
い
る
。

今
後

「候
」

は
、
室
町
時
代
末
期

に
至

っ
て
は
口
頭
語
か
ら
姿
を
消
し
、
も

っ
ぱ

ら
書
状

に
お
け

る
文
章

語
と
な
り
、
近
世

に
お
い
て

「
候
」
は
対
者

へ
の

敬
意

を
表
す

こ
と
よ
り
も
、
書
状

に
お
け
る
文
体
を
形
作

る

こ
と
に
傾

斜
し
た

語

に
な

っ
て
い
く
。

七̂
)
鎌
倉
時
代

末
期

書
状

に
お

い
て
、
そ
の
胎
動
を
見
る

こ

と
が

で
き

る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

【注
】
(
一
)
森
野
宗
明

「丁
寧
語

『候
ふ
』
の
発
達
過
程
に
つ
い
て
ー
中
古

・
院
政
期
初
頭
に
お
け
る

状
況
1
」

(
『国
語
学
』
六
八

一
九
六
六
)

植
村
洋
子

「書
簡
文
よ
り
み
た
対
者
敬
語

『侍
り
』
と

『候
ふ
』
の
交
替
-
平
安
時
代
の

現
存
書
状
を
資
料
と
し
て
ー
」

(
『愛
文
』
十
六

一
九
八
〇
)

(二
)
金
澤
貞
顕

(
一
二
七
八
～

=
二
三
三
)
は
、
鎌
倉
幕
府
第
十
五
代
執
権
。
残
存
す
る
五
百

七
十
通
に
及
ぶ
貞
顕
の
書
状
は
、
全
く
内
容
の
書
か
れ
て
い
な
い
懸
紙
の
様
な
も
の
も
五
十

点
程
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
も
、
全
部
が
完
全
な
形
で
残

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
前

欠
、
中
欠
、
後
欠
な
ど
の
断
簡
が
多
く
、
従

っ
て
差
出
し
年
月
、
宛
名
、
署
名
が
欠
損
し
て

い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
年
代
を
書
い
た
も
の
は

一
通
も
な
い
。
し
か
し
、
署
名
、

お
よ
び
そ
の
内
容
に
あ
る
事
件
、
人
物
の
動
き
、
書
状
の
連
関
、
ま
た
他
の
文
献
等
に
よ
っ

て
、
残
存
す
る
書
状
は
、
貞
顕
が
六
波
羅
探
題
南
方
と
し
て
上
洛
し
て
い
た
の
に
始
ま
り
、

六
波
羅
探
題
北
方
、
連
署
、
執
権
を
経
て
、
出
家
し
た
後
、
五
、
六
年
ま
で
の
も
の
で
、
鎌

倉
幕
府
倒
壌
の
元
弘
三
年
に
至
ら
ぬ
こ
と
二
、
三
年
で
あ
り
、
お
よ
そ
正
安
四
年

(=
二
〇

一
)

か
ら
元
徳
三
年

(
=
二
一一二

)ま
で
の
三
十
年
間
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
(高
梨
み
ど
り

「金
澤
貞
顕
の
書
状
に
つ
い
て
」

(
『金
澤
文
庫
研
究
』
四
九
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一
九
五
九
)
)

調
査
は

「
『金
澤
文
庫
古
文
書

(武
将
書
状
篇
)
』

(昭
和
二
十
七
年
発
行
金
澤
文
庫
)

に
よ
っ
た
。

(三
)

(
一
)
植
村
論
文
に
よ
る
。

(四
)
A
～
C
書
状
、
い
ず
れ
も
久
曽
神
昇

『平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』

(
一
九
六
八

風
間

書
房
)
よ
り
引
用
。

(五
)
久
曽
神
昇

『平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
状
中

「大
納
言
房
譲

状
案
」
東
寺
百
合
文
書
、
平
安
遺
文

「六
〇
三
」
を
は
じ
め
と
す
る
七
通
に

「候
べ
く
候
」

が
用
い
ら
れ
、
そ
の
殆
ど
が
文
章
末
、
あ
る
い
は
文
章
後
半
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

①

「と
も
か
く
も
御
心
に
ま
か
せ
ら
れ
智

側
」

(大
納
言
房
譲
状
案

一
〇
四
三
年
ま
た

は

一
〇

七
三
年
ま
た

は

一
一
一
六
年
書
状

)

②

「よ
う
つ
又
々
申
斜

側
」

(源
為
義
書
状

=

五
四
年
頃
)

③

「こ
ま
か
に
は
、
ち
か
ま
さ
申
劉

脚

あ
な
か
し
く
」

「袖
書
く
は
し
き
事
、
又
く

申
翁

」

(源
為
義
書
状

一
一
五
五
年
頃
)

④

「御
は
か
ら
ひ
候
て
、
名
田
ゆ
る
し
給
側
霜

由
、
よ
き
様
に
申
上
て
給
べ
く
候
」

(寂
蓮
仮
名
書
状

一
一
八
〇
年
頃
)

⑤

「子
息
ら
に
よ
く
く

申
べ
き
よ
し
、
き
ょ
う
く
ん
劉

」

(源
頼
朝
書
状
案

一
一
八
五
年
頃
)

⑥

「か
き
て
ま
い
ら
せ
劉

咽

き
よ
も
り
」

(平
清
盛

=

六
七
年
頃
)

⑦

「伊
勢
の
御
か
た
に
向
ひ
て
、
御
神
恵
み
お
ぼ
し
め
す
ら
む
と
、
思
ひ
ま
ゐ
ら
せ
笥

便

」

「歌
よ
み
ど
も
の
許
へ

『心
得
候
て
祈
念
し
ま
ゐ
ら
せ
よ
』
と
申
し
や
り
劉

」

(西
行
贈
定
家
卿
文

一
一
八
九
頃
)

「候
べ
く
候
」
以
外
の
候
連
接
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「そ
の
ま
Σ
に
て
ハ
え
智

と
也
」

(源
頼
朝
書
状

=

八
四
年
頃
)

「御
尋
候
は
ゴ
、
御
不
審
捌
濁

」

「自
是
後
も
あ
い
Σ
ろ
い
笥

側
こ
と
を
ば
」
蒙
仰
候
て

(寂
蓮
仮
名
書
状

一
}
八
〇
年
頃
)

「す

へ
の
よ
ま
で
、
た
ち
ろ
ぎ
笥

脚
」

「又
と
か
う
さ
ま
た
げ
、
わ
づ
ら
ひ
な
ど
濁

」

「し

ば
し
は

、

「事

あ
た
ら

し
き
様
な

ら
ず
、

八
九
頃
)

あ
の
御
所
に
て
さ

(春
日

(頒
子
内
親
王
生
母
〉

メ
ら
ー

は

か
ら

ひ
申

ー

」

}

}

書
状
)

(建
礼
門
院
書
状

平
安
末
期
)

」

(西
行
贈
定
家
卿
文

一
一

「か
つ
は
御
ふ
み
を
ま
ち
ま
い
ら
せ
笥

脚
」

「入
道
も
こ
と
し
は
す
で
に
九
十
に
み
ち
溶

で
側
を
」

「心
ち
も
た
の
し
く
窟

」

「あ
や
ま
り
て
な
ら
ひ
そ
ま
い
ら
せ
碧

候
」

「こ
れ
を
ば
な
か
く

申
さ
で
ー

」

「さ
れ
ば
な
に
事
も
側
ぱ
窟

」

(俊
成
日
暮
帖

=

一〇
三
年
頃
)

(六
)
佐
藤
喜
代
治

「候
文
の
性
格
」

(
『日
本
語
学
』
第
9
巻
第
8
号

一
九
九
〇
)
よ
り
。

(七
)

(六
)
佐
藤
喜
代
治

一
九
九
〇
に
よ
る
と
、
近
世
に
至

っ
て
、
法
令
と
し
て
の
性
格
を
も
つ

文
章

『津
軽
家
御
定
書
』

「道
中
掟
之
条
々
」
に

「可
レ
申
候
」

「罷
出
候
」

「仕
間
敷
候
」

と
い
っ
た

「候
」
を
用
い
た
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
慣
用
句
と
し
て
定
着
し
た

「候
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

こ
う
な
る
と

「候
」
は
対
者

へ
の
敬
意
を
殆
ど
持
た
な
い
形
式
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
近
世
に
お
い
て

「候
べ
く
候
」
を
草
体
で
な
ぐ
り
書
き
し
た
と

こ
ろ
か
ら

「ざ

っ
と
い
い
か
げ
ん
に
し
て
お
く
こ
と
。
そ
の
場
の
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
て
お
く

こ
と
。
や
り

っ
ぱ
な
し
に
す
る
こ
と
。
」
と
い
う
意
味
の
慣
用
句
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う

(
『日
本
国
語
大
辞
典
』
V
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
ま
で
来
る
と

「候
」
は
、
対
者
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
役
割
を
希
薄
に

し
、
書
状
の
文
体
で
あ
る

「候
文
」
を
形
作
る
と
い
う
役
割
を
濃
密
に
し
て
い
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

(青
森
県
立
大
畑
高
等
学
校
教
諭
)
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